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佐賀県産地衣類の研究記録（3）本
－佐賀県黒髪山産地衣類の研究記録ー
宮脇博巳叫
HIROMI MIY AWAKI. 1994. Notes on lichens in Saga Prefecture (3): Notes on lichens 
of Mt. Kurokami. 
According to the modern system, 44 species from Mt. Kurokami in Saga Prefecture 
were recorded. Most species are related to tropical or subtropical species. Sixteen spe” 
cies were added to the lichen flora of Saga Prefecture. 
I. まえがき
黒髪山（516m）は，有国流紋岩類と呼ばれ
る流紋岩質の溶岩，凝灰岩よりなり，侵食のた
めに怪奇な岩峰の山容を誇っている．西側には
奇岩や岩窟の多い龍門渓谷があり，北東側には
断崖のそそり立つ雄岩，雌岩，乳待坊があるな
どこの一帯は景勝の地として知られる．そのた
め黒髪山は県立自然公園に指定されている．さ
らに，国の天然記念物カネコシダをはじめクロ
カミランなど稀産種の発見地でもある．佐賀県
の標高300～360mのイスノキーウラジロガシ群
集域は，現在ほとんどスギやヒノキの植林地域
にあたり残存林分はきはめて少ないが，黒髪山
の山頂部には貴重なイスノキーウラジロガシ群
集域が見られる．この地域の地衣類の研究は大
内 (1964～1970), Oshio (1968）などで断片
的になされているに過ぎない．
I.佐賀県黒髪山産地衣類リスト
学名はEgan(1987）に準拠したが，一部の
種ではその後の研究論文や著者の意見によって
適当と思うものを採用した．和名は吉村(1974),
黒川(1982), KurokawaC1991）に従った．種
名ごとに基物，標本番号を順に記した．すべて
の標本の産地は黒髪山周辺である．種名ごとに，
特定できればその地点，標高，基物，標本番号
を順に記した．標本番号は宮脇の個人標本庫の
番号であり，引用した標本は佐賀大学教育学部
に納められている．なお，専門用語に関しては
吉村 (1974）を参考にされたい．
今回の調査で26属， 44種確認されたが，大部
分が熱帯から暖温帯地域由来の種であった．
1) Anα.ptychiαhypoleucα（Muhl.) Trev. 
ウラジロゲジゲジゴケ
雄岩（ 360 m, rock, 9284) 
九州での産出は本属中最も多いとされるが
（大内 1969），佐賀県からの報告が欠けていた．
本本研究の一部は文部省科学研究費補助金（No.05680226）の援助を受けた．
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2 ) A. isidiophoriα（Nyl.) Vain. 
トゲゲジゲジゴケ
雄岩（360m, rock, 9278) 
3) A. isidizαKurok. 
トゲヒメゲジゲジゴケ
雄岩（360m, rock, 9281) 
本種は以前，日本の固有種とされていたが，
Park (1990）によって朝鮮半島にも産するこ
とが報告された．なお，本種のpairspeciesで
ある裂芽を有さないA.palmulatα（Michx.) 
Vain.は世界分布種である．
九州ではブナ林を中心に一般的に分布すると
されていたが（大内 1969），佐賀県からの報
告が欠けていた．
4) CetrαZia brαunsiαna (Miill. Arg.) 
W. Culb. & C. Culb. 
トゲ、トコブシゴケ
(400 m, rock, 8469) 
本種は 1mm程度の擬盃点と裂芽を大柄の裂片
表面に持つ点で野外でも比較的容易に区別され
る．
5) Clαdiααggregαtα （Sw.) Nyl. 
トゲシパリ
( 350 m, rock, 8459 ; 360 m, soil, 9306) 
日本が本種，さらにドゲ、シパリ属
(Gladiα〉の世界分布の北限である．
6) Cladina rang~ferina ( L.) Nyl. 
(=Cladoniαrangiferinα（L.) Wigg.) 
ハナゴケ
(500 m, rock, 9636) 
大内 (1964）は九州の山地帯では一般に海抜
500m以上の地点におてい本種が産すると報告
している．今回の調査においても黒髪山の山頂
付近の海抜約500mで本種を確認した．なお，
佐賀県からの本種の報告が欠いていた．
7) Cladoniαbαcillaris Nyl. 
コナアカミゴケ
(360 m, soil, 9304) 
本種は近縁種の C floerkeanα（Fr.) Flor-
keに良く似る．しかし本種の方は子柄先端
まで全体に細かい粉芽を持つが，あまり子器を
付けない．また，付けてもその子器は小型であ
る．
8) c. cαlyeαnthαDel. ex Nyl. 
ヒメヤグラゴケ
(350 m, soil, 8461 ; 400 m, soil, 8462) 
九州では一般種であるが（大内 1964），佐
賀県からの報告が欠けていた．
9 ) C.coniocraeα（Florke) Spreng. 
ヤリノホゴケ
(400 m, stone wall, 9621) 
10) C. humilis (With.) Laundon 
ヒメジョウゴゴケ
(250 m, soil, 9646) 
11) C. krempelhuberi Vain. var. 
subeuoluta (Asah. ) Asah. 
ヤグラゴケ
(410 m, soil, 10041) 
福岡県，大分県，長崎県から報告されている
が（大内 1964），佐賀県からの報告は初めて
である．本州，九州，朝鮮半島で見られる（吉
村・ 1974, Park 1990). 
12) C. pleurotα（Florke ) Schaerer 
アカミゴケ
(450 m, soil, 9637) 
一般的な種と恩われるが，佐賀県では初めて
の報告である．
13) C. SCαbriuscula (Del. ex Du by) 
Leight. 
ササクレマタゴケ
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(60 m, soil, 9305) 
14) C. squαmosα（Scop.) Hoffm. 
ウロコハナゴケ
( 400 m, stone wall, 9623 ; 9624) 
15) Coccocαrpiαpalmicola (Spreng.) 
L. Arvidss. & D. Gall. 
コナカワラゴケ
(360 m, rock, 9283) 
16) Coccotremαcucurbitula (Mont.) Mull. 
Arg. 
アナツブゴケ
山頂（500m, rock, 9641) 
裂芽を有す近緑種のC porinopsis (Nyl.) 
Im sh.は大内 (1970），宮脇 (1992）によって，
佐賀県からすでに報告されていたが，本種の報
告は佐賀県産としては始めてである．
17) Dirinαriαα：pplanαtα （Fee) Awas. 
コフキヂリナリア
(450 m, stone wall, 9654) 
18) Grαphis cervinαMull. Arg. 
カノ〈イロモジゴケ
(430 m, rock, 10022) 
岩上生のモジゴケ類は比較的珍しい．本種が
屋久島に分布することから， Nakanishi( 1966) 
は九州本島での本種の分布を予言している．佐
賀県新産である．
19) Huiliααlbocαerulescens (Wulf.) 
Hertel 
(360 m, rock, 9296) 
20) Hypotrαcynαosseoαlbα（Vain.) Park 
& Hale 
ゴンゲンゴケ
(520 m, bark, 9287) 
21) Leprocαulonαrbuscula (Nyl. ) Nyl. 
ヒメキゴケ
(360 m, rock, 9297; 350 m, rock, 9298) 
本州では一般種であり，九州でも記録がある
が（大内 1966），佐賀県からの報告が欠けて
し、fこ．
22) Leptogium moluccαnum (Pers.) Vain. 
var. myriophyllinum (Miill. Arg.) 
Asah.コパノアオキノリ
(350 m, moss, 9300; 450 m, stone 
wall, 9650) 
地衣体中央および裂片周辺に鱗状から歯状の
小裂片状の裂芽が多数見られる．
23) Ochrolechiαpαrellulα（Mull. Arg.) 
Zahlbr. 
イワニクイボゴケ
雌岩（360m, rock, 9303) 
佐賀県新産．
24) p，αrmelinαωαllichiαnα （Tayl.) Hale 
ワリキウメノキゴケ
雌岩（ 360 m, rock, 9279）；山頂（500m, 
rock, 9632) 
髄層のC反応がマイナス．裂片の裏面は周辺
まで黒色であるなどの特徴がある．
全国的には稀産の種であるが，第一級の研究
者である黒川 遺博士のご指導を得ていた大内
準氏は，そのすぐれた観察力により佐賀県の黒
髪山（海抜350m，岩上）と熊本県市房山（海
抜1720m, ナンキンナナカマドの樹皮上）から
採集し報告している（大内 1965）.現在よ
り約30年昔の記録である．本種は，現在も黒髪
山で健在であることを報告する．
25) p，αrmelinopsis horrescens (Tayl. ) 
Elix et Hale 
トゲチピウメノキゴケ
(440 m, bark, 8457) 
頼粒状の裂芽を地衣体全体に付ける． 大内
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(1965）は本種を黒髪山のアラカシ，シャシャ
ンボ樹皮上より採集報告している．
26) Parmelinopsis minarum (Vain.) Elix 
et Hale 
トゲウメノキゴケ
(480 m, bark, 10037) 
円柱状の裂芽を地衣体中央に密生させる．
27) Piαrmotremαtinctorum (Ny 1.) Hale 
ウメノキゴケ
(215 m, rock, 9644) 
28) Pertusariαf lavicαns Lamy 
モエギトリハダゴケ
(360 m, rock, 9301) 
本種は日本の南西地域に広く分布している．
Oshio (1968）は，本種が佐賀県黒髪山に産す
ることをすでに報告している．
29) Physciellαmelanchrα（Hue) Essl. 
(400 m, stone wall, 9615) 
30) Phylliscum jαponicum Zahlbr. 
ヤスデゴケモドキ
(450 m, rock, 9627; 460 m, rock, 
10031) 
佐賀県新産．本種の周辺には Umblilicariα
kisovαnα（Zahlbr.) Kurok.が見られた．
四国剣山の珪質岩でも江 kisovαnαと本種が
良く一緒に生育することを報告している（吉村
・山中 1962）.本種とU.kisovαnαとの植物
社会学的な結びつきに興味がもたれる．
31) Pyxine endochrysinαNyl. 
ウチキクロボシゴケ
(360 m, rock, 9285) 
32) RαmαZinαyαsudαe Ras. 
イワカラタチゴケ
(360 m, rock, 9280) 
33) RαmαZinαperuviαnαAch. 
コフキカラタチゴケ
(450 m, stone wall, 9648) 
本種の学名はR.intermediella Vain.とし
て親しまれていたが，Stevens& Kashiwadani 
(1987）によってR.intermediellaはR.pe-
ruviαnαの異名とされた．佐賀県新産．
34) Rimeliαclavulifera (Ras.) Kurok. 
マツゲゴケ
(440 m, bark, 8458; 520 m, bark,9286) 
35) Rimeliella subtinctoria (Zahlbr.) 
Kurok. 
オオチヂレマツゲゴケ
雌岩（360m, rock, 9282) 
熱帯を中心に広く世界に分布する．佐賀県新
産．
36) Stereocαulon jα：ponicum Th. Fr. 
ヤマトキゴケ
(360 m, rock, 9309; 470 m, rock,9082) 
大内 (1962）は，佐賀県の彦岳より本種を報
告している．
37) Tephromelaαtra (Huds. ) Hafellner 
クロイボゴケ
雄岩（360m, rock, 9294) 
佐賀県新産．
38) Umblilicαriαesculentα（Miyoshi) 
Mink. 
イワタケ
(500 m, rock, 9612），天童岩（515m, 
rock, 10038) 
大内 (1970）は，本種を佐賀県では天山と黒
髪山より報告している．食用となる地衣類とし
て知られているが，良い環境の指標として保護
されるべき種である．
39) Umblilicαriαkisovαnα（Zahlbr.) 
Kurok. 
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ヒメイワタケ
山頂（518 m, rock, 8455), (450 m, rock, 
9628) 
佐賀県新産．
40) UsneαbismolliusculαZahlbr. 
41) 
42) 
コフクレサルオガセ
(400 m, stone wall, 9617) 
Usneαdi/JrαctαVain. 
ヨコワサルオガセ
(450 m, rock, 9642) 
佐賀県新産．
Usneαrubescens Stirt. 
アカサルオガセ
(400 m, stone wall, 9616) 
43) x;αnthoparmeliαcoreαnα （Gyeln.) 
Hale 
ヤマキクバゴケ
(360 m, rock, 9302; 8464). 
44) Xanthoriαsp. 
オオロウソクゴケ属の一種
(250 m, rock, 9645) 
Xαnthoriαmαndschuricα侶ahlbr.)Asah. 
に類似するが，地衣体に粉芽を持つため区別さ
れる．子器は確認できなかった．
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